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タイ語の推量表現と視覚表現の関係性について 
 
平地 祐章 
 
 
1. はじめに 
1.1. 目的 
 
本稿ではバンコクを中心に使用されている標準タイ語（以下は単にタイ語と呼ぶ）に
みられる証拠性表現を確認する。その上で，Aikhenvald (2004) によれば「推量」の下位
分類とされる，Inference（知覚に基づく推量）と Assumption（知識に基づく推量）をタ
イ語は区別しているか，また区別しているならどのような区別であるか，について考察
する 1 。結論としては，「見る」に対応し随意動詞と呼ばれる duu は Inference を，一
方で「見える」に対応し不随意動詞と呼ばれる hěn は Assumption をあらわすために用
いる，という区別がある程度はなされており，Aikhenvald (2004) の分類はタイ語にも適
用される，ということを主張する。またタイ語学習者のために，これらの推量表現に対
する妥当な翻訳を提案する。 
 
1.2. タイ語概説 
 
本稿で扱うタイ語とは，タイ・カダイ諸語の南西タイ語群に属する標準タイ語を指す。
典型的な孤立語であり，文法機能による語形変化は一切みられない。語順は「主語＋動
詞＋目的語」のいわゆる SVO 型で，語順が文の意味を決定するために最重要の要素で
ある。またもっぱら後置修飾の形をとり，いわゆる助動詞（tɔ̂ŋ「～しなければならない」
や cà「だろう 2」など）や否定辞 mây を除いては，すべて「被修飾語＋修飾語」の語
                                                 
1 Inference と Assumption の差異については田中 (2017: 2-5) を参照。また他の言語に観察
される Inference と Assumption の区別についての議論は，Aikhenvald (2004)，劉 (2017)，
柳瀬 (2017) などを参照していただきたい。 
2 cà については様々な議論が展開されている。冨田 (1987: 450) は，他の助動詞とともに用
いられることがあると認めた上で，「未来をあらわす助動詞」と呼び，一般的にもこのよう
な理解がされていると思われる。これに対して亀井，他 (1988) は「未然のアスペクト辞」，
高橋 (2007) は「非現実モダリティマーカー」とそれぞれ言及している。一方で Iwasaki and 
Ingkaphirom (2005: 123) は challengeability（挑戦性）をあらわす標識であると主張した。こ
れは「事実として受け入れられるかの度合い」を指し，聞き手が事実として受け入れるには
厳しいと話し手が考えれば，それは challengeable であり cà が入るとしている。これは 
Aikhenvald (2004) の言及する epistemic overtone（認識的な含み）に近いはたらきといえる。
つまり証拠性と cà の間には関係があるかもしれない。しかし第２章でみるように，cà の
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順をとる。そして最終的に語順が文意を左右するため，品詞分類が難しいという側面も
存在する。 
タイ語において語順と品詞が問題となる例文を以下に示す。 
 
(1) kʰáw  cay dii  
 ３人称代名詞 心 よい 
 「彼（女）は心がよい」，「彼（女）はよい心だ」＝「優しい」 
（作例） 
 
(2) kʰáw  dii cay 
 ３人称代名詞 よい 心 
 「彼（女）は心（気）をよくしている」＝「嬉しい」 
（作例） 
 
cay dii と dii cay はそれぞれ一般的に「優しい」，「嬉しい」という熟語として捉えら
れている。しかし cay は「心」，dii は「よい」という意味をもっていることを踏まえる
と，上記のような解釈が可能である。すなわち，(1) をいわゆる二重主語構文と考えれ
ば，dii を述語として「彼（女）は心がよい」となる。もしくは dii を cay の修飾詞と
考えれば，コピュラが省略されていると想定して「彼（女）はよい心だ」となる。一方
で (2) の場合は，dii を他動詞「よくする」と考え，「彼（女）は心をよくしている」と
なる。このように，タイ語では語順が変われば，意味も品詞も異なった解釈となる。 
タイ語では品詞分類が難しいということを示す例をいまひとつ以下に挙げる。 
 
(3) wîŋ rew 
 走る 速い 
(a) 「速く走る 
(b) 「走りが速い」 
（亀井，他 (1988: 544)） 
 
(3a) では行為者すなわち主語が省略され，述語 wîŋ から始まる文であるという解釈
である。このとき rew は副詞的に，動詞 wîŋ を後置修飾している。一方 (3b) にもや
はり行為者はあらわれていないが，wîŋ を名詞「走り」と考えた解釈である。この場合 
rew は形容詞で，述語としてはたらいていると考えられる。このように同じ語順の文で
                                                 
有無がそれほど明確な意味の差異を生んでいるとは考えにくい。ゆえに以降は cà について
の議論も cà の有無に関しても，本稿の主張には影響を与えないとみて，cà があらわれた
場合には単に「だろう」という訳語のみを与えることとする。 
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も品詞の解釈によって微妙な意味の違いが生まれるが，(3a) と (3b) のどちらで解釈す
べきかは文脈に依存する。 
以上でみてきた品詞の問題は，タイ語に多くみられる動詞連続と深くかかわってくる。
本稿の論点である証拠性表現も一種の動詞連続とみることができ，そのため文法化につ
いて考えることは非常に難しい問題となる。次節ではこの動詞連続について議論する。 
 
1.3. 動詞連続 
 
タイ語は１文の中で複数の動詞句を続けることが可能であり，また多用される。 
 
(4) baaŋ kʰon pʰaa kʰáw  pay tʰîaw bɔ̀y bɔ̀y 
 いくつかの 人 連れる ３人称代名詞 行く 遊ぶ 頻繁に 
 「数人（の友達）が彼を連れてよく遊びに行く」 
（宇戸 (2008: 137)） 
 
(4) では各動詞であらわされる行為を，時間の経過にしたがって左から順に述べてい
る。これらを順に訳して「彼を連れて行って遊ぶ」という解釈も可能であるが，pay の
目的が tʰîaw であると考え，「遊びに行く」とするのが自然である。このように，単純
な動詞連続の場合と，各動詞間に目的関係や修飾関係がある場合では解釈の語順が異な
る。しかしここで重要なのは，どちらの解釈にせよ，(4) のすべての動詞は本来の意味
をそのままもっていることである。 
一方で，本来の動詞の意味を失い，本動詞に補助的な意味を付け加える役割をもつ，
副動詞と分析されるべき例も多数みられる。 
 
(5) nâŋ loŋ pay 
 座る 下がる 行く 
 「（立っている人が立っている人に）座れ」 
（冨田 (1987: 1144)） 
 
(6) nâŋ loŋ maa 
 座る 下がる 来る 
 「（座っている人が立っている人に）座れ」 
（冨田 (1987: 1144)） 
 
上記はどちらも相手に座ることを要求する文であるが，話し手の状況によってどちら
を発話すべきかが異なってくる。話し手と聞き手がどちらも立っている場合は，聞き手
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が座るという行為はある意味で話し手から離れる動作であるため，(5) のように pay を
用いる。一方で話し手が座っている場合，聞き手が座るという行為は話し手に近づく動
作を意味するため，(6) のように maa を用いるのである。つまり pay や maa は話し
手からみた方向性をあらわしているだけで，「行く」または「来る」といった動詞本来
がもつ動作の行われているとは考えにくい。このように動詞本来の意味を失った動詞は
副動詞と呼ばれ，タイ語では頻繁に用いられる。 
また loŋ もここでは副動詞のはたらきをしている。英語の sit down における down 
と同じような役割とみることができるだろう。しかし次の (7) のような表現も存在す
る。 
 
(7) loŋ rót pay 
 下がる 車 行く 
 「（車に乗っているときに）車から降りろ」 
（作例） 
 
この場合 loŋ に目的語 rót が続くことにより，他動詞的に「～から降りる」という
解釈となる。つまり語順からみても本動詞と分析することが妥当である。一方，pay は
ここでも副動詞として働いていることがわかる。 
こうした副動詞 pay や loŋ は具体的な意味から離れているため，文法化が進みつつ
ある動詞であると考えられるかもしれない。しかしタイ語においては，繰り返しになる
が，語順が文の意味を決定する最大の要因であり，かつ動詞句の連続は頻繁に行われる
ことから，文法化について明言することはきわめて難しい。これは後にみる証拠性表現
についても同じことがいえるであろう。 
 
1.4. 可能表現と随意・不随意動詞 
 
最後に，ある種の動詞連続とも考えられる，可能表現について紹介する。 
タイ語では文末に dây をおいて，一般的な可能をあらわす。不可能をあらわす場合
はこの直前に否定辞をおいて mây dây となる。この dây は同じく文末では許可をあら
わすこともあり，英語の can と同じようなはたらきをもっている。しかしこの他にも
本動詞として「得る」の意味や，本動詞の前におくとその行為が過去に起こったこと，
いわゆる過去をあらわす助動詞のような機能ももつ。これらの意味の差異は文中の位置
によって生まれ，一種の動詞連続として分析が可能かもしれないが，ここでは紹介のみ
にとどめておく。また可能と許可の間の差異についても，一般的なモダリティ（蓋然性）
表現に関する議論があてはまるかもしれない。 
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(8) tʰîi nîi sùup burìi mây dây 
 ～で これ 吸う タバコ （否定） できる 
 「ここではタバコを吸ってはいけない」 
（宇戸 (2008: 27)） 
 
上の (8) は禁止の表現であるが，sùup「吸う」という行為が不可能であることを聞き
手に伝えているという点では，可能の表現であることに変わりはないだろう。 
一方で，ある行為の結果が明確にわかる場合，dây の代わりにその結果をあらわす動
詞を文末におかなければならない。否定辞も最後の結果の動詞の直前に付与される。 
 
(9) mɔɔŋ  ʔarày mây hěn 
 じっと見る 何か （否定） 見える 
 「何かを見ようとしたが見えない」＝「何も見えない」 
（亀井，他 (1988: 541)） 
 
前の (8) の場合，sùup「吸う」という行為が不可能であることをすでにみたが，この 
(9) の場合，見たいものの方向を向いて mɔɔŋ「じっと見る」という行為自体は行ってい
るはずである。これに対して hěn は「見える」，さらにいえば「視界に入る」という訳
が冨田 (1987: 1967) で与えられているように，見たいものを視界に入れる hěn という
行為が不可能なのである。したがってここで hěn の代わりに dây を使用した場合，異
なる意味合いになる。 
 
(10) duu mây dây 
 見る （否定） できる 
 「見れたもんではない，見るに値しない」 
（冨田 (1987: 633)） 
 
dây の場合 (10) が示すとおり，対象物の価値が悪すぎて，視界には入っていたとし
ても直視できず，duu「見る」という行為自体が不可能である，という意味合いになる
のである。このようにタイ語では結果をはっきりと言いあらわすことが要求される。 
上の (9) のような行為と結果のペアは，faŋ「聞く」と dâyyiŋ「聞こえる」，nɔɔn「寝
る」と làp「眠る」など他にも存在する。これについて宇戸 (2008: 63) は，各ペアの前
者である mɔɔŋ「じっと見る」や duu「見る」，faŋ「聞く」や nɔɔn「寝る」を，人間の
意志によってその行為が遂行可能な「随意動詞」と呼び，対して各ペアの後者である hěn
「見える」や dâyyiŋ「聞こえる」や làp「眠る」は，「人間の意志では行為を左右できな
い『不随意動詞』」と言及している。 
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以上，タイ語について概説した。次章では本論集の論点であるタイ語の証拠性表現に
ついて詳しくみていく。その中でも特に，視覚のかかわる動詞 duu「見る」と hěn「見
える」はどちらも推量表現に用いられるが，この随意動詞と不随意動詞の対立は，
Inference と Assumption の対立と並行しているところがある，ということに注目し，議
論を進めていくこととする。 
 
 
2. 証拠性表現と推量 ―視覚動詞を中心に 
 
本章では，タイ語にみられる証拠性表現と，視覚動詞との関係について考察する。 
 
2.1. 先行研究 
 
まずタイ語の証拠性に関する先行研究について概観しよう。 
タイ語のモダリティ（蓋然性）についてはこれまでも多くの研究がなされてきた 3 が，
証拠性について言及している研究は，Iwasaki and Ingkaphirom (2005) を除いては今のと
ころ他にはない。 
Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 144) は第 11.2.2. 項の “Evidential modal expressions” 
において，「タイ語で証拠性をあらわすために用いられる情報のソースは，視覚と伝聞
である。この種のモダリティには特別な蓋然性の構文が用いられる」4 と述べている。
伝聞についての言及はもっともであるが，この後 2.2. 節以下でみるように，Iwasaki and 
Ingkaphirom (2005: 144) が紹介する「視覚の証拠性」の例は，Aikhenvald (2004) の分類
に従うならば間接証拠性の一種である「推量」であるべきであって，直接証拠性をあら
わしているわけではない，ということを指摘しておく。したがって  Iwasaki and 
Ingkaphirom (2005) では Inference や Assumption については触れられていない。 
一方でその他の文献では，同様の表現を単なる推量表現として紹介している。本章で
扱う推量表現と，各文献におけるそれぞれの説明について，以下の表１に簡単にまとめ
て示す。 
 
 
 
 
 
                                                 
3 Iwasaki and Ingkaphirom (2005)，高橋 (2008) など。 
4 原文は以下のとおりである。“The two sources for evidentiality used in Thai are visual and 
hearsay. For this type of modality, some special modal constructions are used.” 
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表１：推量表現についての説明 
 表現 
文献 
duu「見る」 
（や tʰâa「様子」） 
を用いるもの 
hěn「見える」 
を用いるもの 
ウィチャイ (2008) 様子からの推測 
見た感じ 
70% くらいの推測 
宇戸 (2008) 外観からの推測 
見るからに 
話し手の主観 
斉藤，三上 (2005) 外部からの情報 
主観性の弱い判断 
主観性の強い推量判断 
冨田 (1987) 見たところ 
様子 
思う，気がする 
 
本稿では以上のような，証拠性がかかわるとみられる，視覚動詞を用いる推量表現に
焦点を絞って，Inference と Assumption の区別について検討する。合わせて表１の内容
との関係性を検証する。 
 
2.2. duu「見る」を用いた推量表現と日本語との対応関係 
 
それではここから実際に，Iwasaki and Ingkaphirom (2005) を参照しながら証拠性表現
についてみていく。まずは視覚をあらわす duu「見る」が用いられている例文と日本語
との対応関係をみながら，その特徴を考察する。 
 
(11) duu-mɯ̌an (wâa)     kʰáw     cà pen kʰamǒoy 
 見る－同様な 言う・～ということ ３人称代名詞 だろう である 泥棒 
 「彼は泥棒のようだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 144)） 
 
Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 144) は duu-mɯ̌an (wâa) が視覚の証拠性をあらわすと
述べている。しかし 2.1. 節で触れたように，一種の証拠性表現であることは間違いな
いが，直接証拠性ではなく，これは正確には「推量」，さらにいえば「視覚に基づく推
量」であることが日本語訳からも明らかであろう。以降の例文についてもすべて同様の
ことがいえる。ゆえに以降はこうした例文を視覚の証拠性表現というより，視覚動詞を
用いて推量をあらわしている文である，と考える。 
例文の分析に戻ろう。(11) のごとく原著において duu と mɯ̌an の間にハイフンがあ
ることから，これらを特別な連語として扱っていることがわかる。しかし第１章でみた
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ように，タイ語における品詞と語順の問題を考えた場合，特別な表現とする必要はない
ように思われる。なぜならばそれぞれの単語の意味を逐語訳していったとしても，連語
としての意味を予想することは十分に可能だからである。すなわち，以下のような解釈
ができるであろう。 
 
(11’) 「彼は泥棒である，というように私は見る」 
 
主語としての話し手が省略されていると考えれば，(11’) のような解釈も全く不自然
ではないのである。 
また次の例では，mɯ̌an がなくとも duu のみで同じように推量をあらわすことが確
認できる。 
 
(12) duu náa mɔ̂n phuum cay nay kʰwaam sǎmrèt 
 見る 叔父／叔母 （人名） 誇りに思う ～の中に（名詞化接辞）成功する 
 kʰɔ̌ɔŋ kɛɛ mâak 
 ～の  ３人称代名詞  とても 
 「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っているようだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 145)） 
 
この (12) においても上の (11’) のような逐語訳が可能であろう。 
 
(12’) 「叔母は誇りに思っている，と私は見る」 
 
以上は推量の対象となっている主語が duu の後にあらわれる例であるが，duu の前
にあらわれる例も存在する。 
 
(13) mǎa tua níi duu mɯ̌an cà mây sabaay 
 犬  （類別詞） この 見る 同様に だろう （否定） 元気な 
 「この犬は病気のようだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 145)） 
 
これまでの (11) と (12) で逐語訳を行う場合，duu の主語はあらわれていないため，
それぞれ (11’) と (12’) のように，話し手が duu の省略されている主語とみて「私は
見る」という解釈が可能であった。しかし (13) のように duu の主語がある場合，主語
としての話し手が省略されていると考えることはできない。タイ語では語順が文意を決
定することをすでにみてきたが，主語と述語の関係が duu をはさんで成立しているた
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め，duu の直前に主語「私」を入れる余地がないのである。したがって無理に逐語訳を
行うと (13’) のようになるが，これでは意味が通じない。 
 
(13’) *「この犬は病気であるように見る」 
 
ここで類似する表現を用いて文意を成立させるのであれば，ここでは「見える」とい
う解釈が必要であることは明らかであろう。つまり次の (13’’) のような日本語は自然
である。 
 
(13’’) 「この犬は病気であるように見える」 
 
第１章でみた hěn と同じ訳語とはなってしまうが，実際に冨田 (1987: 633) も duu 
に対して「見える」という訳の項目を与えている。このように，タイ語が語順を重要視
する言語であることを踏まえ逐語訳を考えると，duu は視覚による一般的な知覚をあら
わし，日本語の「見る」よりも幅広い解釈が必要な語彙であるといえよう。ゆえに「見
える」のような訳が妥当な場合が生まれるのである。 
 
2.3. duu を用いた推量表現と英語の比較 ―統語形式について 
 
続いて，これまでに紹介した例文と英語を比較し，それぞれの統語形式における特徴
をみてみよう。 
Iwasaki and Ingkaphirom (2005) は本文において，mɯ̌an の有無にかかわらず，duu-
mɯ̌an と duu ともに it looks like; it appears をあらわすと紹介している。一方でグロス
においては，duu-mɯ̌an は look-like としているが，duu は look のみを与えている。つ
まり「同様に」をあらわす mɯ̌an はここでは like に対応すると考えられるのである。
しかし英語で考えてみた場合，look の後には名詞の他に形容詞や分詞が後続できる一
方，look like は like が前置詞であるため，後ろには名詞句または名詞節しか続けるこ
とはできない。このように英語においては look like と look の間には意味上の違いは
ほとんどなくとも，統語上の区別が存在する。 
一方で，タイ語にはそのような区別は存在しない。次の (14) もあわせて参照すれば，
このことはより明確なものとなるであろう。ちなみに例文中の nâa は，Iwasaki and 
Ingkaphirom (2005: 145) においてはただの接辞として扱われているが，動詞などの前に
おいて「～に値する」や「～しそうだ」をあらわすため，これ自体が推量表現であると
いうことができるかもしれないが，ここでは紹介のみにとどめておく。 
 
(14) kʰanǒm níi sày klɔ̀ŋ lɛ́ɛw duu nâa ʔarɔ̀y 
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 ケーキ この 入る 箱 （完了） 見る ～そう おいしい 
 「この箱の中のケーキはおいしそうだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 145)） 
 
(11) と (13) によれば，mɯ̌an の有無にかかわらず，後ろに主語と動詞が続く場合と
続かない場合のどちらも存在する 5 。タイ語は日本語のように主題を文頭におくこと
が可能であるため，より詳しく文脈を調査することで，強調か何らかの微妙な意味の違
いを発見できるかもしれないが，少なくとも統語上は区別が存在しない。(11) において 
wâa の有無が任意であることも，このことを物語っている。語順が何より重要であるタ
イ語において，そのような区別は必要ないのであるといえるかもしれない。 
以上，タイ語と英語は統語的な観点からは対応しにくいことをみてきたが，一方で日
本語とは解釈と統語の両面において対応関係がよくみられる。(11) については「彼は泥
棒のように見える」という訳も可能であるが，「彼は泥棒に見える」としても意味上の
違いは全くないし，統語上の問題もない。あるとすれば比喩の形式として，直喩である
か隠喩であるかの違いであろう。mɯ̌an「～のように」があろうとなかろうと，タイ語
と日本語ともに違いは生まれないのである。 
 
2.4. duu の推量表現と Inference および Assumption 
 
ここまでタイ語の duu「見る」を用いた推量表現について，その統語形式に注目した
ところ，タイ語と日本語には一定の対応関係がみられることがわかった。続いて，こう
したタイ語と日本語の対応関係をみながら，duu を用いた推量表現が Inference または 
Assumption のどちらかに分類可能であるか検討する。 
まず，2.2. 節でみた例文の各日本語訳を今一度以下に掲げる。 
 
(11)（日本語訳）「彼は泥棒のようだ」 
(12)（日本語訳）「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っているようだ」 
(13)（日本語訳）「この犬は病気のようだ」 
(14)（日本語訳）「この箱の中のケーキはおいしそうだ」 
                                                 
5 ところで duu の前に主語があるかないかで，Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 144-145) はそ
の英訳に違いをもたせているところがある。duu の前に主語がある (13) は “This dog seems 
to be sick.”，一方で duu の前に主語がない (11) は “It appears that he is a thief.” のように，
seem to と It appears を使い分けているのである。ところが (12) は duu の前に主語がない
が，seem to を用いて “Aunt Mon seemed to be very proud of her success.” と訳している。英語
における It appears と seem to との間の違いは定かではないが，少なくとも Iwasaki and 
Ingkaphirom (2005: 144-145) はそれほど厳密な意味の違いが存在するとは考えていないよう
に思える。 
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ここで，2.2. 節においても指摘したように，duu を「見える」と解釈して逐語訳する
ことも可能である。すなわち各例文の「～のようだ」，「～そうだ」に続けて「～に見え
る」を付け加えたとしても，ほとんど意味は変わらない。 
 
(11a) 「彼は泥棒のように見える」 
(12a) 「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っているように見える」 
(13a) 「この犬は病気のように見える」 
(14a) 「この箱の中のケーキはおいしそうに見える」 
 
しかしここで重要なのは，「～に見える」と解釈した (11a) ~ (14a) の場合，話し手は
推量の対象をその時点にその目でしっかりと「見ている」ことである。ちなみにこれは
「～そうだ」を用いているもとの (14) の例文にもあてはまる 6 。一方で (11) ~ (13) の
ように「～のようだ」の場合は，別の誰かから聞いた伝聞と解釈される可能性も否定は
できない。はっきりとしていることは，(11) ~ (14) の例文が推量をあらわしていると考
えられる場合は，(11a) ~ (14a) の解釈があらわす「～に見える」のように，視覚情報を
推量の根拠にしている，ということである。 
さらに別の言い換え表現として「～みたい」を考えてみよう。 
 
(11b) 「彼は泥棒みたいだ」 
(12b) 「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っているみたいだ」 
(13b) 「この犬は病気みたいだ」 
(14b) (i) *「この箱の中のケーキはおいしそうみたいだ」 
(ii) #「この箱の中のケーキはおいしいみたいだ」 
 
上の (11b) ~ (13b) は，もとの日本語文 (11) ~ (13) との間に解釈の違いは全くないで
あろう。「～のようだ」と「～みたいだ」の両方の表現が，視覚に基づく推量と，伝聞
の意味を持っているからである。 
しかし，(14b) については不都合が生じる。2.2. 節で触れたように，(14) においては 
nâa「～そう」がすでに推量表現といえる。ゆえに「～のようだ」と「～みたい」が共起
できないように，nâa の意味を保持するならば「～みたい」を後続させることはできな
                                                 
6 この (14) の場合の「そうだ」が (11) ~ (13) の「ようだ」があらわす伝聞の意味をもたな
いのは，用言の接続形で以下のように区別されるからである。 
(14’) 「このケーキはおいしそうだ」 
(14’’) 「このケーキはおいしいそうだ」 
(14’) のごとく形容詞の語幹に接続する場合は推量，(14’’) のごとく形容詞の終止形に接続
する場合は伝聞，となるのである。 
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いため，(14b i) は適切ではない。一方で，nâa の意味を「～みたい」に含ませたと考え
られる (14b ii) もまた適当とはいえない。というのは，伝聞であるという解釈は，nâa 
のもつ意味と合わない。となると残るは推量の解釈であるが，確かに視覚に基づく推量
という解釈は可能である。(11) ~ (13) の場合は推量の対象を実際に見て推量を行ってい
るといえるが，(14b ii) の場合，例えばケーキを食べた人物の様子を見て，それに基づ
いて行った推量である，と考えられるのである。しかしながらこの解釈は，(14) のタイ
語文が示すとおり duu の主語がケーキである以上，適切とはいえないだろう。 
続いて，「～らしい」という表現との対応関係をみてみる。 
 
(11c) 「彼は泥棒らしい」 
(12c) 「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っているらしい」 
(13c) 「この犬は病気らしい」 
(14c) 「この箱の中のケーキはおいしいらしい」 
 
(11c) ~ (14c) については，推量の解釈も可能ではあるものの，伝聞の意味を直感的に
捉えやすい。可能でないわけではないが，純粋な言い換えとしては適切ではないだろう。 
最後に，(11) ~ (14) の日本語文において「～のようだ」と「～そうだ」を入れ替えた
場合の解釈を考察しよう。 
 
(11d) *「彼は泥棒そうだ」 
(12d) 「叔母のモンは自身の成功を大変誇りに思っていそうだ」 
(13d) ?「この犬は病気そうだ」 
(14d) #「この箱の中のケーキはおいしいようだ」 
 
「～そうだ」については，(14) の日本語文のように形容詞や，(12d) のように動詞に
は接続できる。「元気そうだ」や「雨そうだ」など若干の名詞の後におくことも可能で
はあるが，少なくとも (11d) については明らかに意味が通じない 7 。ゆえに duu を「～
そうだ」と解釈するのは基本的には適切ではない，といわざるを得ないだろう。 
一方で (14d) のような言い方は日本語では可能であるが，(14b ii) と同様に，推量の
対象として見ているものが (14) とは異なるため，言い換え表現としては適切ではない。
nâa と「～そうだ」の間には強い結びつきがあり，他の表現での解釈を排除している，
といえるかもしれない。 
ここまでタイ語の推量表現と，日本語の推量表現との間の対応関係をみてきた。まと
めると，duu は一貫して「～（のよう）に見える」と訳すことができる。また基本的に
                                                 
7 「～そうだ」の議論については，田中 (2017: 2) や柳瀬 (2017: 18) も合わせて参照してい
ただきたい。 
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は「～のようだ」や「～みたい」とも解釈できるが，nâa「～そうだ」がある場合には難
しく，ある種の相補分布を示すといえるかもしれない。これに対して「～らしい」や「～
そうだ」という訳すことは適切ではない場合が多い。 
ここで視点を変えて，文法化という観点から考えてみよう。推量表現をあらわすとは
いっても，duu の文法化について明言することは極めて難しい 8 。そこで日本語側から
検討してみる。これまでみてきたように，日本語において「～に見える」という表現は
全く文法化が進んでおらず，「見る」という行為が根拠として前提にあると考えられる。
一方で「～みたい」についても，視覚情報を根拠としている場合もあるが，伝聞の意味
も同時にもち，この場合「見た」という意味が含まれていないという点では，ある程度
文法化が進んだ表現といえる。また，「～のようだ」や「～そうだ」については，「様相」
の「様」や「相」という形式名詞由来の表現と考えられ，文法化はかなり進んだ表現と
いえるだろう 9 。 
ここで，タイ語の duu に関しては「～に見える」という解釈が非常に適切であると
いうことをみてきた。というのは，(11) ~ (13) の例文では対象の様子を実際に見て，(14) 
の例文については箱の中身を見て，もしくは箱に印刷されている対象のイメージを見て，
それぞれの命題を推量している，といえるからである。この種の推量は，Aikhenvald 
(2004) の言及する Inference，すなわち知覚表現に基づく推量と考えられるだろう。 
                                                 
8 文法化については，cà との関連で議論を展開することができるかもしれない。すなわち，
各助動詞 tɔ̂ŋ cà「～しなければならない」や kʰuan cà「～すべきだ」と，上記 (15) の duu 
cà は同じ語順をとっており，cà の直前の語は機能語のようなはたらきをもつ，と考えられ
るのである。しかしすでに (11) でみたように，助動詞とは異なり duu の後には動詞だけで
なく，節を続けることができる。加えて節を続ける場合の接続詞 wâa も省略可能である。
ゆえに duu cà は主語に続いて duu mɯ̌an wâa cà とも言い換えることができると考えられ
る。この場合の duu は cà の直前にないため，上記の助動詞と同じような解釈はできず，
本動詞であるといわざるを得ない。そのため 1.2. 節の最後で触れたように，タイ語では文
法化について議論することが難しいという現状がここでも浮き彫りになり，duu の文法化
が進んでいる，と単純に結論づけることはできないのである。 
9 ちなみに推量表現ではないものの，「見る」という行為がなされず，文法化がかなり進ん
だと考えられる duu の用法も存在する。 
 kʰít  duu hây  dii 
 考える 見る 与える／～のように よい 
 「よく考えてみなさい」 
（冨田 (1987: 633)） 
本動詞の後に duu をおくことで，「～してみる」という意味をもつという例であるが，日本
語の「見る」と同じような文法化の進路をたどっていると考えられる。この点は非常に興味
深い。ただし，語順がこれまでみてきた推量表現の例とは決定的に異なる。本動詞と思われ
る動詞の後に duu があらわれるからである。確かに単純な動詞連続とみることもできるが，
その場合は本動詞として扱う必要がある。しかし「見る」という意味がそのまま保持されて
いるとは思えない。こうした例は (5) でみた pay のような副動詞とも機能が異なるため，
また別に補助動詞のような分類をすべきかもしれない。いずれにせよそもそも推量表現と
は考えにくく，語順も異なるため，本稿ではこれ以上は議論を行わないことにする。 
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さて，以上では duu が用いられている推量表現は Inference に分類できそうだとみ
てきた。このことについて，さらに例文をみながら検証していこう。これまで Iwasaki 
and Ingkaphirom (2005) に挙げられている例文に絞ってみてきたため，2.1. 節の表１に
紹介した文献の例文をみていくことにする。 
 
(15) tɯ̀k-laŋ  níi duu cà kàw mâak 
 ビル   この  見る  だろう 古い とても 
 「このビルはかなり古いみたい」 
（ウィチャイ (2008: 51)） 
(16) kʰáw  duu  mɯ̌an  cà mây cʰɔ̂ɔp pʰǒm 
 ３人称代名詞 見る 同様に  だろう（否定） 好む 僕 
 「彼はどうも僕を嫌いなようだ」 
（宇戸 (2008: 104))） 
(17) pratuu ráan pìt duu mɯ̌an wâa wan níi yùt 
 戸 店 閉まる 見る 同様に ～ということ 日 この 休む 
 「店の戸が閉まっている。今日は休みのようだ」 
（斉藤，三上 (2005: 132)） 
(18) duu cà kəən pay là 
 見る  だろう  越える 行く （終助詞） 
 「どうもやりすぎのように思える」 
（冨田 (1987: 633)） 
 
以上の４例の日本語訳は原典のものである。このように，翻訳こそそれぞれの文献で
異なるが，対象がもの・こと・人物にかかわらず，上の４例はすべて「～のようだ」，
「～に見える」，「～みたいだ」による言い換えは全く可能である。一方で，「～らしい」
で言い換えた場合にはやはり伝聞の色が強く，「～そうだ」については (15) のみ可能で
あるが，その他の (16) ~ (18) の文には使えないため，言い換え表現としては適当では
ない。 
しかし，以上とは事情が異なる例も中には存在する。 
 
(19) kʰabuan pʰaarèet pii níi duu mɯ̌an cà mây mii 
 行列  パレード 年 この 見る 同様に だろう （否定） 持つ 
 pʰrɔ́ʔ kʰàat ŋóp-pramaan 
 ～なので 欠ける 予算 
 「今年のパレードは予算不足のため行われないらしい」 
（斉藤，三上 (2005: 79)） 
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上記の訳も原典そのままであるが，この日本語訳で考えたとき，伝聞または推量と解
釈できる。推量の根拠としては，ニュースによってパレードのことを見たか，あるいは
「本来であれば現在パレードの準備が行われているはずなのに，行われていないこと」
を実際に観察したといえる。いずれにせよ，主語としてあらわれている対象の様子を見
て推量を行っていることは明らかであろう。この場合，これまでの例に照らし合わせる
と (19a) のように「～に見える」による言い換えが可能であると思われるが，この日本
語は不自然である。 
 
(19a) ?「今年のパレードは予算不足のため行われないように見える」 
 
あまり適切な日本語とはいえないが，無理やりこの (19a) を発話できる状況を想定す
るならば，予算報告書などを見た場合であると考えられる。すなわち (14b ii) の「この
箱の中のケーキはおいしいみたいだ」や (14d) の「この箱の中のケーキはおいしいよう
だ」のごとく，主語を推量の対象として見ているのではないのである。ゆえにタイ語の
日本語訳としては妥当ではない。 
ところが以下のように，「～のようだ」，「～みたい」，「～そうだ」という表現で言い
換えたとしても問題ない。 
 
(19b) 「今年のパレードは予算不足のため行われないようだ」 
(19c) 「今年のパレードは予算不足のため行われないみたいだ」 
(19d) 「今年のパレードは予算不足のため行われなさそうだ」 
 
ただし，もとの (19) の「～らしい」は伝聞である色が強いが，これらの表現に言い
換えた場合は，ニュースやパレードが準備されない様子を目で見ている，という解釈が
優位性を得るだろう。加えて (19a) で指摘したような，見たものが推量の対象そのもの
ではないという解釈も可能ではあるが，これは (19) の「～らしい」においても含まれ
ている解釈である。しかし (19a) は予算報告書など，主語以外のものを見た場合に限定
される。したがって不自然なのである。いずれにせよ，(19) は (19a) のような「～のよ
うに見える」という日本語訳が適当でないものの，(19b) と (19c) は (11) ~ (13) のよう
に，伝聞と同時に視覚に基づく推量の解釈が考えられ，(19d) は (14) のように視覚に
基づく推量の意味をもっている。 
同じことは次の例文にもあてはまるだろう。 
 
(20) mɯ̂a mii kʰon taay nay kʰrɔ̂ɔp-kʰrua 
 ～する時 持つ 人 死ぬ ～の中 家族 
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 duu mɯ̌an wâa ŋaan-sòp pen rɯ̂aŋ yûŋ-yâak 
 見る 同様に ～ということ 葬式  である 事 厄介な 
 「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になるようです」 
（斉藤，三上 (2005: 131)） 
 
この文は原典では上のように「～のようだ」が用いられている。やはり伝聞か，視覚
による推量として解釈できる。それでは (19) と同じように，他の推量表現による言い
換えを考えてみよう。 
 
(20a) ?「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になるように見える」 
(20b) 「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になるみたいだ」 
(20c) 「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になるらしい」 
(20d) 「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になりそうだ」 
 
この場合も (19a) のように，「～に見える」という日本語は不自然である。他の文に
ついても (19) と同様の考察が得られるだろう。 
ただ (20) では (11) と同じく duu の主語が存在しない。ゆえに主語である話し手が
省略されていると考え，次のように逐語訳をすることも一応は可能である。 
 
(20e) ?「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になる，というように（私は）見る」 
 
少々不自然かも知れないが，(20e) の場合は，日本語の「見る」のもつ「判断する」
という意味合いが強い。すなわち目で見たことに基づく推量ではなく，Aikhenvald (2004) 
の言及するところの，知識に基づく Assumption であるといえるのである。また (20e) 
は次のようにも言い換えられる。 
 
(20f) 「家族に死者が出ると，葬式が厄介な問題になるように思える」 
 
この (20f) においても視覚による推量とは考えにくいであろう。やはりこれまでに話
し手が得てきた知識に基づいて判断する一種の推量であり，Assumption といえるのか
もしれない。 
以上，日本語訳と対比させながら，タイ語の duu を用いた推量表現のもつ意味と，
それが Inference と Assumption のどちらに分類できるかを考えた。確かに各文献にお
いて「～のようだ，～らしい，～そうだ」などという訳が与えられているが，こうした
訳語を考慮すると，duu (mɯ̌an) (cà) は推量をあらわすものとして，ある程度文法化され
た表現であるといわざるを得ない。一方で推量表現としては Inference をあらわし，視
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覚に基づいている面が強いので，文法化されているという認識は妥当ではないところも
ある。以上の点は，日本語の「～みたい」という表現と非常に類似した表現であるとい
えるかもしれない。すなわち，もとは「見る」という視覚動詞でありながら，視覚に基
づく推量表現をあらわすことも，伝聞の意味をあらわせることも共通している。また，
日本語の「見える」は視覚による推量しかあらわせないことを考慮すると，タイ語の duu
「見る」のほうが解釈の範囲が広いといえるだろう。 
一方で，知識に基づく Assumption をあらわす可能性も指摘した。これは「～のよう
に思える」という訳の場合に考えられる解釈である。ゆえに本稿では，duu を用いる推
量表現を日本語に翻訳する際，「見る」という本来の意味を踏まえた「～みたい」や，
「～のようだ」が妥当であり，逐語訳として「見える」や「思える」の解釈が必要なこ
ともある，と結論づける。 
 
2.5. duu に類似する推量表現 
 
これまで duu「見る」を用いる例に絞って推量表現をみてきたが，ほとんど同じよう
な解釈が可能なものに，tʰâa「様子」を用いた表現が挙げられる。以下に例文を示す。 
 
(21) duu tʰâa  fǒn  cà tòk 
 見る  様子 雨 だろう 落ちる 
 「雨が降りそうだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 145)） 
(22) fǒn  tʰam tʰâa  cà tòk 
 前 作る  様子 だろう 落ちる 
 「雨が降りそうだ」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 146)） 
 
上の２例はほとんど同じ意味をあらわすが，動詞 tòk と主語 fǒn（推量の対象）の位
置が異なる。duu の場合は前後どちらにでも推量の対象をおくことができることは (11) 
~ (14) において確認済みである。一方で tʰam「作る」の場合，tʰam tʰâa の逐語訳「様子
を作る」を考えれば，推量対象を tʰam の前におく必要があることは明らかである。も
ちろん主語である話し手を文中に加えることもできないのである。 
また解釈を考えると，tʰâa が含まれている場合，その「様子」という意味から，伝聞
で解釈するのは不適当であると思われる。したがって，伝聞の色が強い「～らしい」は，
タイ語の日本語訳としては適切とはいえないだろう。 
 
(22a) 「雨が降るように見える」 
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(22b) 「雨が降るようだ」 
(22c) #「雨が降るらしい」 
(22d) 「雨が降るみたいだ」 
 
このことは以下の例文にもあてはまる。もっぱら Inference として視覚に基づく推量
をあらわすのであって，知覚に基づく推量を示す Assumption とも伝聞ともいいがたい。 
 
(23) pʰáttaakʰaan níi tʰâa cà pʰɛɛŋ 
 料亭  この 様子 だろう 高い 
 「この料亭はどうも高そうな感じだ」 
（宇戸 (2008: 63)） 
(24) dèk kʰon  níi  (duu) tʰâa tʰaaŋ cʰalàat  mâak 
 子ども （類別詞） この 見る 様子 （道） 賢い  とても 
 「この子どもはとても賢そうだ」 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 146)） 
(25) ŋaan níi (duu) tʰâa cà mây sèt nɛ̂ɛ pʰrûŋ-níi 
 仕事 この 見る 様子 だろう （否定） 終わる 必ず 明日 
 「この仕事は明日までには終わらないように思える」 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 146)） 
 
以上のことから本稿では，tʰâa「様子」の意味を考慮し「～のようだ」や「～そうだ」
という訳が最善であると主張する。ただ確かに「～に見える」や「～みたい」という訳
も可能ではあるが，duu「見る」以外に tʰam「作る」という動詞と共起できることから，
「～のようだ」や「～そうだ」を推奨したい。 
 
2.6. hěn「見える」を用いた表現 
 
最後に，他の視覚動詞を用いた場合について紹介する。 
(9) でみたような mɔɔŋ「じっと見る」も視覚動詞として挙げられる。しかし，推量表
現としての機能は確認されていない。 
一方で duu「見る」に対する不随意動詞 hěn「見える」を用いた推量表現は存在する。
しかし Iwasaki and Ingkaphirom (2005) では全く言及がなされていないことを付記する。 
 
(26) hěn cà mây maa sǐa lɛ́ɛw 
 見える だろう （否定） 来る なくなる （完了） 
 「多分もう来ないんじゃないかと思う」 
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（冨田 (1987: 1967)） 
(27) kʰáw   hěn  cà mây maa 
 ３人称代名詞 見える だろう （否定） 来る 
 「彼はどうも来ないようだ」 
（宇戸 (2008: 63)） 
(28) A: tʰiim tʰay yaŋ mây dây pratuu ləəy 
     チーム タイ まだ  （否定） 得る  ゴール （終助詞） 
 B: hěn cà pʰɛ́ɛ tʰiim yîipun nɛ̂ɛ ləəy 
     見える だろう 負ける チーム 日本 必ず （終助詞） 
 A:「タイチームはまだ全く得点していない」 
 B:「きっと日本チームに負けると思う」 
（斉藤，三上 (2005: 78)） 
(29) A: cà   ráp  kʰɔ̌ɔŋ wǎan ʔìik máy kʰáʔ 
   だろう  受ける もの 甘い さらに （疑問の終助詞） （終助詞） 
 B: ʔìm  lɛ́ɛw  hěn cà mây  wǎy lɛ́ɛw  kʰráp 
   満腹の（完了）  見える だろう （否定） できる （完了） （終助詞） 
 A:「まだデザートを召し上がりますか」 
 B:「もうお腹一杯です。もう無理なようです」 
（斉藤，三上 (2005: 78-79)） 
 
以上の４例を総じて，hěn を用いた表現では視覚に基づく推量，という面が薄いよう
に思われる。(26) に関しては，これまでの様子を見て「ここにはもう来ない」と言った
と考えられるが，この他は視覚情報が根拠になっているとは考えにくいものばかりであ
る。(28) については，A と B がどちらもサッカーの試合を見ているとも想定できるが，
そうではなく，A から聞いた情報と自らの知識をもとに推量を行ったとも十分に考え
られる。そして (29) の場合の推量の対象は B 本人であり，見て推量することは不可
能である。この (29) を他の日本語訳と比較してみる。 
 
(29a) #「もう無理のように見える」 
(29b) 「もう無理そうだ」 
(29c) #「もう無理らしい」 
(29d) 「もう無理みたいだ」 
 
「～みたい」や「～そうだ」による言い換えは可能であるように思われるが，「～に
見える」や「～みたい」については，この状況ではかなり不自然である。自分のことに
対する推量をあらわしたい場合，使用できる表現は強く制限される，といえるのかもし
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れない。 
ここまで hěn を用いる推量表現についてみてきたが，この hěn のもつ意味を詳しく
知るため，推量表現以外にはどのような用法があるのかみてみよう。 
 
(30) nɯ́k hěn pʰâap 
 考える 見える 絵 
 「思えば目に浮かぶ」 
（冨田 (1987: 1967)） 
(31) rúu hěn pen cay 
 知っている 見える である 心 
 「事を知り（見て知っていて），賛成する」 
（冨田 (1987: 1967)） 
(32) hěn cèettanaa kʰɔ̌ɔŋ pʰûu sanə̌ə 
 見える 意図  ～の 人 提案する 
 「提案者の意図が読み取れる」 
（冨田 (1987: 1967)） 
(33) pʰǒm hěn cay dûay kʰun 
 僕 見える 心 ～に 君 
 「僕は君に同情する」 
（冨田 (1987: 1967)） 
 
いずれも「見える」という訳も可能であるように見受けられるが，対象が抽象的なも
のが多く，実際に目で見ることは不可能なものばかりである。また冨田 (1987: 1968) は
例文こそ挙げていないが，hěn wâa「見える＋～ということ」について，「～とみる，～と思
う，～と理解する，～の気がする」という訳語を与えている。つまり不随意動詞といわ
れる hěn は「見える」の意味だけでなく，ある意味で文法化が進み，「自発」のような
役割をもったのだと考えられる。ゆえに話し手の知識と直結するところがあり，
Assumption のような機能を果たすといえるのではないだろうか 10 。 
 
2.7. 伝聞表現について 
 
最後に，Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 147) が紹介したように，タイ語のもう１つの
証拠性表現といえる伝聞表現について検討する。 
                                                 
10 冨田 (1987: 1968) によると hěn wâa という表現もあるようだが，(26) ~ (29) はすべて 
hěn cà の形であり，助動詞 tɔ̂ŋ cà などと全く同じ形式をとるため，注釈８でみた観点から
いえば，少なくとも duu よりは文法化の度合いがかなり高いといえるであろう。 
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(34) dây-yin  wâa  kʰáw  dây lûuk fɛ̀ɛt 
 聞こえる ～ということ ３人称代名詞 得る 子ども 対の 
 「彼女に双子ができたそうだ」 
（斉藤，三上 (2005: 12)） 
(35) wɛ̂w maa wâa cà mii kaan kʰɯ̂n ŋən dɯan 
 聞く 来る ～ということ だろう もつ ～すること 上がる お金 月 
 「我々の月給が上がると聞きました」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 147)） 
(36) hěn kʰray kʰray kɔ̂ɔ pʰûut wâa kʰǐan yâak 
 聞こえる 誰もみな  ～も 言う   ～ということ 書く 難しい 
 「（日本語を）書くのは難しいと聞きます」（筆者訳） 
（Iwasaki and Ingkaphirom (2005: 147)） 
(37) dây kʰàaw wâa kʰun laa ʔɔ̀ɔk càak ŋaan lɛ́ɛw 
 得る 知らせ ～ということ あなた 辞職する 出る ～から 仕事  （完了） 
 「君は辞職したと噂を聞きました」 
（ウィチャイ (2008: 52)） 
(38) sâap maa wâa kʰun yaŋ mây mii ŋaan tʰam 
 知っている 来る ～ということ あなた まだ （否定） もつ 仕事 する 
 「君がまだ失業していると聞きました」 
（ウィチャイ (2008: 52)） 
 
(34) のように「～そうだ」という言い換えが可能であるかもしれないが，「～と聞き
ました」で十分な解釈ばかりである。しかし構文をみると，「聞く，聞こえる」から「話
す」や「得る」，「知っている」というものまで様々な語彙を用いている。ゆえに伝聞表
現は確立した構文ではなく，「聞く」や「話す」を用いた逐語的な表現であるといえる
だろう。 
 
 
3. おわりに 
 
以上，タイ語における証拠性表現，特に推量表現について考察を行った。推量表現に
は，視覚動詞 duu「見る」や hěn「見える」を用いるものの他に，tʰâa「様子」を用いた
表現も存在する。これらは総じて「～のようだ」を用いた解釈が可能であるが，一方で
は明らかな使用上の区別も存在する。随意動詞 duu や tʰâa の場合には Inference の機
能が強く，視覚に基づく推量であり，定訳は「～のようだ，～みたい」が妥当であると
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いえる。一方で不随意動詞 hěn の場合には Assumption の機能が強く，知識に基づく推
量であり，定訳としては「～のようだ，～に思える」が適切であるといえるだろう。こ
のように，同じように推量表現をあらわしていても，随意・不随意動詞間において，
Aikhenvald (2004) が示した Inference と Assumption の区別がある程度は存在すると考
えられるのである。これは 2.1. 節で提示した表１の内容，すなわち，duu に関しては
主観性が弱く，外部からの情報に基づく推量であり，一方で hěn の場合は主観性が強
い推量である，ということと非常に類似した結論であるといえる。 
最後に課題として，得られた例文について実際にインフォーマント調査による確認を
行えなかったことと，量的なコーパス調査を行えなかったことが挙げられる。例えば，
duu の部分を hěn に置き換えることは可能か，意味の違いは生まれるか，またその逆
はどうか，ということを調べれば，本稿の内容を強く裏付けることができると考える。 
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